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平成１６年度第７回ＣＲＤセミナー 
日 時：平成 17 年度 4 月 28 日(木) 
      15 時 00 分～16 時 30 分 
場 所：地域共同研究開発センター ２階 
共 催：産学官連携推進事業実行委員会 
地域共同研究開発センター研究協力会 
 
総合テーマ：高強度コンクリートの劣化機構の解明と性能改善に関する研究 
テーマⅠ：コンクリートの凍害劣化機構と評価方法 
建設システム工学科助教授 濱 幸雄 
近年、環境保全の立場からコンクリート構造物の耐久性向上が要求されており、寒冷地で
は耐凍害性の向上が大きな課題となっている。これまでの長年にわたる研究の結果、凍害対
策の基本的な仕様はほぼ確立されているように思われるが、凍害劣化機構については未だに
統一された理論は構築されておらず、実環境下での水分供給や凍結融解条件を踏まえた凍害
劣化予測および耐久性評価手法は確立されていない。本研究では、これまで提案されている
コンクリートの凍害劣化機構および耐凍害性評価方法を整理するとともに、それぞれの問題
点を明らかにして、耐久設計法確立のための今後の課題を示した。 
テーマⅡ：熱力学的アプローチによるセメント硬化体の劣化機構の解明 
客員教授 柴田 純夫 
(住友金属鉱山シポレックス(株)取締役技術部長) 
近年のコンクリートの低水セメント比化、高強度化にともない、自己収縮、乾燥収縮を原
因として発生するマイクロクラックがコンクリートの耐久性に悪影響を及ぼす可能性が指摘
されている。セメント・コンクリートの自己収縮、乾燥収縮などの寸法変化および凍害、中
性化などの耐久性に関わるほとんどの現象は、セメント硬化体と水分の相互作用が密接に関
連したものである。したがって、セメント硬化体の水分吸脱着挙動を把握し、各種性状との
関係を明らかにすることは、きわめて重要で基本的な問題である。本研究では様々な条件の
セメント硬化体の水分吸脱着量の変化から得られる化学ポテンシャルと寸法変化との関係を
明らかにすることを目的としている。 
セメント硬化体の寸法変化については従来から多くの研究がなされており、水銀圧入法ポ
ロシメーターや窒素吸着法による細孔径分布測定や表面積測定により考察されてきた。その
基本となるものは毛細管張力に基づくメニスカス理論が大部分であり、種々の現象の証明に
対し多くの知見を導いてきたが、メニスカス理論だけでは全てを説明しきれないこともあり、
近年では新たに水蒸気吸着法による水分の吸脱着量の測定から得られる吸脱着等温線のヒス
テリシスより寸法変化を考察した研究も行なわれている。しかしながら、セメント種別、水
セメント比、混和剤の有無、水和反応の程度などの要因に対するセメント硬化体の水分吸脱
着挙動の系統的な評価はこれまであまり行われていない。 本研究では、セメント種別、水セ
メント比、混和材の有無、養生条件（温度）、材齢などの要因を変化させたセメント硬化体に
ついて、水蒸気吸着法による水分吸脱着量の測定を行うとともに、種々の相対湿度条件下で
の寸法変化量の測定を行うことにより、吸着水分量から表面の化学ポテンシャルを算出し、
寸法変化量との関係について考察した。 
【平成１６年度第４回ＣＲＤセミナー】 
 平成 17 年 1 月 28 日(金) 15:00～16:45 本学共同利用施設３階で産学官連携推進事業実行委員
会、地域共同研究開発センター研究協力会の共催で行われた。司会は応用化学科の菊池慎太郎教授
が行い、テーマ「ゼネコンからみた環境問題」と題して高橋紀行客員教授((株)竹中工務店環境ビ
ジネスプロデュース本部長)が講演を行った。その後講演者と聴講者の間で活発な討論が行われた。 
参加者は 37 人。 
 
【平成１６年度第５回ＣＲＤセミナー】 
 平成 17 年 2 月 23 日(水) 13:30～15:00 本センター２階の産学交流室で産学官連携推進事業実行
委員会、地域共同研究開発セン 
ター研究協力会の共催で行われ 
た。司会は電気電子工学科の福 
田永教授が行い、テーマ「中性 
原子発生装置の開発とナノスケ 
ール半導体薄膜形成への応用に 
関する研究」と題して古川雅一 
客員教授 (アリエース・リサー 
チ(有) 代表取締役)が講演を行 
った。その後講演者と聴講者の間で活発な討論が行われた。参加者は 17 人。 
 
【平成１６年度第６回ＣＲＤセミナー】 
平成 17 年 3 月 11 日(金) 10:30～12:00 本センター２階の産学交流室で産学官連携推進事業実行
委員会、地域共同研究開発センター研究協力会の共催で行われた。司会は建設システム工学科の岸
徳光教授が行い、総合テーマ「ビニロン短繊維混入コンクリートを用いた鉄筋コンクリート部材の
耐荷性能向上法に関する研究」と題して、テーマⅠ「短繊維混入吹付けコンクリートによる既設鉄
筋コンクリート構造物の補修補強工事」北海道開発 土木研究所研究員 栗橋祐介氏、テーマⅡ「せ
ん断および曲げ破壊型ＲＣ梁の耐荷性能に及ぼすビニロン短繊維混入率の影響」三上浩客員教授
(三井住友建設(株) 技術研究所主席研究員)、テーマⅢ「ビニロン短繊維を混入した四辺支持ＲＣ
版の耐衝撃性状」岸徳光教授が講演を行った。その後講演者と聴講者の間で活発な討論が行われた。 
参加者は27人。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【その他のイベント】 
平成17年2月18日(金) 「平成16年度研究開発交流会(東京大会)・技術開発講演会」が朝日信用金庫船堀セン
ターで行われた。室蘭工業大学として「金属間化合物の選択除去を利用したアルミニウム材料の耐食性と表
面処理性の向上」と題して、機械システム工学科の世利修美教授が講演を行った。 
